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頁｢1-50｣ 

1-3-3-3 配合 

1.一般事項 

受注者は，コンクリートの配合において，設計図書の規定のほか，構

造物の目的に必要な強度，耐久性，ひび割れ抵抗性，鋼材を保護する性

能，水密性及び作業に適するワーカビリティーが得られる範囲内で単

位水量を少なくするように定めなければならない。 

2.配合試験 

受注者は，施工に先立ち，あらかじめ配合試験を行い，表1-3-1の示

方配合表を作成し監督職員の確認を得なければならない。ただし，す

でに他工事（公共工事に限る）において使用実績があり，品質管理デー

タがある場合は，配合試験を行わず他工事（公共工事に限る）の配合表

に代えることができる。また，JISマーク表示されたレディーミクスト

コンクリートを使用する場合は配合試験を省略できる。 

3.水セメント比 

受注者は，土木コンクリート構造物の耐久性を向上させるため，一般

の環境条件の場合のコンクリート構造物に使用するコンクリートの水

セメント比は，鉄筋コンクリートについては 55％以下，無筋コンクリー

トについては 60％以下とするものとする。 
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